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索引用語 :気腫性胆嚢炎

はじめに

急性気腫胆襲炎は,本 来ガスの発生することのない

胆嚢内,胆 襲壁内,胆 裏周囲組織内にガスが認められ

る急性胆嚢炎の 1型 である。従来比較的まれな疾患で

あるとされてきたが,最 近報告例が増加してお り,検

索しえた範囲での本邦報告例は自験例を含めて57例で

あった。われわれは胆嚢摘出術により治癒せしめた急

性気腫胆嚢炎の 1例 を経験したので文献的考祭を含め

て報告する.

症  例

思者 t69歳,男 性.

主訴 :右側腹部痛,発 熱.

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 :昭和47年,脳 血栓症.

現病歴 :昭和62年8月 23日午後 8時 頃より右側腹部

痛が出現したため近医を受診し,翌 日急性腹症 として

当院へ紹介された。来院時37.9℃の発熱 と著明な右側

腹部痛を認めたが腹膜刺激症状は乏しく,全 身状態は

比較的安定していた。

入院時一般検査所見 :血液検査では白血球数の増加

おょび血糖値の上昇を認め,尿 検査では蛋白,ア セ ト

ンを軽度認めた (表 1).

臨床経過 :入院時の腹部単純 X線 写真 (図 1)で は

とくに異常所見を認めなかったが,同 日施行 した腹部

超音波検査 (ultrasonOgraphy以下 US,図 2)で ,胆

襲は腫大 し,胆 襲内に acoustic shadowをともなう孤
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表 1 入 院時一般検査所見

く血液検査〉

wBc         21700    /mm3

RBC        503 X 104    /mm3

H b          1 7  4    g / d e

H t          4 9  7     %

PLT       15 1X104    /nn3

Na            137   mEq/2

K             43   mEq/″

c,             99   mEq/`

BUN          17 0   m8/39

クレアテニン    14  m8/33

アミラーゼ     571   単 位

血 精         164   Ⅲ 3/切

く尿検査〉

言 白  +      30   n3/』

精     ―

図 1 腹 部単純 X線 写真 :入院時はとくに異常所見

を認めなかったが(写真左), 2日後,胆 襲の輪郭を

思わせる線状の空気像 (矢印)が 出現した (写真右)

状のstrong echoを認め, さらに胆襲壁の肥厚および

周囲の液体貯留像も認め,臨 床所見とも考え合わせ,

胆嚢結石症にともなう急性胆嚢炎と診断したが,全 身
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図 2 入 院時に施行した腹部超音波検査で,胆 嚢は腫
大し,胆 裏内には acoustic shadowをともなう孤状
のstrong echoを認め, さらに胆嚢壁の肥厚および

周囲の液体貯留像を認めた。

図 3 COmputed tOmOgraphyで ,胆 嚢の腫大と胆嚢
壁内と思われる輪状の空気像 (矢印)を 認めた。

状態が安定していたため保存的治療を開始した.入 院

後 2日 目の腹部単純 X線 写真 (図 1)で ,胆 嚢の輸郭

を思わせる線状の空気像を認め,cOmputed tomogra‐

phy(以 下 CT,図 3)で は腫大した胆裏 と,胆 嚢壁内

と思われる輪状の空気像を認めた.そ の後施行 した

drip‐infusion chOlangiOgraphy(DIC,図4)で も腹部

単純 X線 写真 と同様に,胆裏の輪郭を思わせる線状の

空気像が見られ,US(図 5)で も担嚢内の strong echo
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図 4 Drip‐infusiOn ch01angiographyでも胆嚢の輪
郭を思わせる線状の空気像 (矢印)を 認めた。

図 5 手 術直前に施行した腹部超音波検査で胆裏内の

strong echoは空気によるものであると思われた。

は空気によるものと思われた。以上により急性気腫性

胆嚢炎と診断し,昭 和62年9月 8日手術を施行した。

手術所見 :開腹時,胆 嚢は周囲組織 との癒着が著明

で,明 らかに壊痘性胆裏炎を呈して緊満 してお り,胆

嚢穿刺により数 mlの ガスと白色胆汁を認めた.手 術

は胆嚢摘出術および腹腔内 ドレナージを行った。摘出

した胆嚢内には小結石を 3個 認め,胆 嚢粘膜は全域に

わたって荒廃 していた (図6,7).胆 汁からは E.c01i
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図 6 摘 出胆嚢および 3個 の胆裏内結石を示す。胆裏

粘膜は全域にわたって荒廃していた。

図7 割 面のルーペ像.胆 嚢粘膜は剣脱し,炎 症性細

胞浸潤,abscessの形成を認め,急性胆裏炎の所見を

呈する.(HE染 色)

が検出された。術後の経過は良好で,術 後36日で軽快

退院した。

考  察

気腫性胆嚢炎は,欧 米では1975年に Mentzerら 1)が

164例を集計している。本邦では1960年に伊東力が初め

て報告 し,1986年 には鈴木らめが261rllを集計 している

が,検 索しえた範囲での現在までの報告例は自験例を

含めて57例であった。~2り。従来比較的まれな疾患であ

るとされてきたが,最 近 US,CTな どの画像診断技術

が向上するにつれてその報告例が急増している.57例

中記載の十分な症例について検討を加えたところ (表

2),男 女比は通常の胆嚢炎とは異なり,512と 男性

に多 く,平 均年齢は67.4歳であった.胆 汁からの細菌

培養陽性率は81%で ,そ の うち CloStridiurn属が38%

と最も多 く,つ いで,E.coliが 24%,Klebsiellaが 21%

であった。胆石症の合併率は68%で あ り,手 術的に

治癒せしめた症4/11が89%,そ のうち壊痘性胆嚢炎を呈

していたものは95%で あった。施行された手術は,胆
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表 2 本 邦報告例の集計

本 邦 報 告 例       57 例

男 女 比        5,2

平 均 年 齢        674歳

胆 汁 細 菌 培 養 陽 性 率   81 %

Ciostridiun     38 %

E col1       24 %

Klebsiella      21 %

その他       36 %

胆 石 合 併 華       60 %

手 術 施 行 華       89 %

担 速描 出術     80 %

胆 轟 外な 造 脱 術   18 %

胆 憂 切 開 術     9 %

その他       13 %

ガ ス像 に よ る分 類

胆 轟 内 ガ ス     80 %

旭 =壁 内 ガ ス   52 %

担 葉周 囲 ガ ス    17 %

手 術 時 期

発 生 後 7日 以 内   55 %

発 生 後 8～ 14日   12_5%

発 生 後 15日 以 降   32_5%

嚢摘出術が80%と 多 く,次 いで胆裏外凄造設術18%,

胆嚢切開術 9%と なっているが,全 身状態の許す限 り

胆嚢摘出術を施行するのが一般的である。ただ重症例

の場合には,経 皮経肝的胆嚢 ドレナージが施行された

報告めもあり,high riskの患者に対しては有用 と思わ

れる。手術時期については,本 疾患のほとんどが壊死

性胆嚢炎であ り,約 90%で 手術が施行されていること

から最近では診断がつきしだい手術を施行すべきであ

るとする意見が多い。

気腫性胆嚢炎の発生機序については,ま ず胆嚢壁の

虚血状態が先行し,続 いてガス産生菌が感染すること

により発生すると考えられているいい。胆嚢壁の虚血

の原因として,胆 石などによる胆嚢管の閉塞が引き起

こす胆嚢の腫大が胆嚢壁内の動脈を圧迫して循環障害

を起こす場合 と,糖 尿病や血管病変にともなう胆襲壁

の動脈の閉塞性病変が原因となっている場合があると

言われている,本 邦報告例のうち既往に糖尿病を持つ

症例は14%,血 管病変を持つ症例は22%に 見られた。

本疾患の特徴は胆嚢内,胆 嚢壁内あるいは胆嚢周囲

に貯留したガス像である。本邦報告例では胆嚢内ガス

は80%,胆 裏壁内ガスは52%,胆 嚢周囲ガスは17%に

認めている。そのほとんどは腹部単純 X線 写真で診断

可能であるが,最 近では CT,US31)で 容易に診断され

るようになり,総合的に術前診断されるようになった。

結  語

胆嚢摘出術により治癒せしめた急性気腫性胆嚢炎の

1例 を経験 したので, 自験例を加えた本邦報告例に対

する文献的考察を含めて報告した。

本論文の要旨は第32回日本消化器外科学会総会において

発表した。
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